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アコヤガイを侵す寄生虫としては去に示すようなものが知られているが、こ

れらのなかで多毛類と吸虫(セノレカリア)については最近全国的に急激に増加

の傾向があり、関係業者の深い関心

表・アコヤガイを侵す若手生虫

1.貝殻を侵すもの

1). ~事孔海綿

2)咽多毛類(ポリキータサ

ユ軟体普~を侵すもの

1). I汲 虫(セ/レカリプ)

2).細菌

が寄せられてきている。しかし、こ

れらの寄生虫についての研究歴は浅

く、現在やっとその緒についたばか

りである。したがってその駆除、予

防については充分でなく、今後の研

究によって解明されていくものと期

待されるが、これらの寄生虫の生態

など現在までに判明していることさど

参考までにお知らせします。

(1) アコヤガイの貝殻に

侵入する多毛類 に つ い て

7]( 本 朗

(開立真珠研究所)

アゴヤガイ、カキなどの有用二枚貝の養ダi車場においてしばしば大震の異常楽

死現象が発生している。この原因についてはこれまで不明のま与すこんに異常弊

死とされていたものが多かったが、最近これらの異常弊死とされていた大量発

死現象のなかに多毛知に佼されたものが多いことが判明し、しかもこの被害は

近々数年の間に急激に増加している傾向にあることから多毛類についての関心

が急に深くなった。
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多毛類(ポリキーター)とは分類上では普通釣餌として一般に使用されてい

るゴカイ、イソメなどの仲間であって、非常に多くの種類があるが、これらの

うち貝殻に穿孔し棲息している種類は、主としてスピオ科に属するポリドラ属

のものであることは台くから知られている。またこのような多毛類が貝殻に穿

孔棲息した事例については、アコヤガイに限らずホタテガイ、クロチヨワガイ

赤員、カキ、ヒオオギなどにおいて知られているが、その種類や、生態につい

て怜いまだ明らかでない点が多い。

この種類のものはもともと体の保護のためにたんに貝殻を棲み家としている

だけのものであって、員の肉部にくい入ったりこれを食害したり、または貝体

から栄養をとるものではないので正路には寄生虫とはい Lがたいものである。

1). アゴヤガイの貝殻に侵入穿孔する多毛類の穣類

では、アゴヤガイの貝殺に侵入して棲息している多毛類の種類はどのような

ものであるか。現在までの調査資料から英虞湾で養殖されたアゴヤガイの貝殻

から採取した多毛類を北森(内海区水産研究所)は次のように同定している

が、これらの外にもさらに数種以とのものがいることは明らかである。

1) Polydora ciliata (Johnston) 

2) P. flava Claparede 

3) Syllis harti Berkeley 

4) S. armi11aris (Muller) 

5) S. hyalima Grube 

6) Terebella ehrenberg Grube 

7) Terebella sp 

8) Cirratulus cirratus (0. F. Muller) 

9) Pseudopotamilla reniformis (Leuckhart) 

10) Nereis pelagica Linne 

11) Neopeprea spiralis (Johnson) 

12) Staurocephalus moniloceras (Moore) 

13) Staurocephalus sp 

これら種類のうちで最も多く、かつ普辺的に出現する種類はどれしかと云う

と、まづ第一にポリドラ (Polydorasp.) である(図2)。この種類は英虞湾各

養殖場の憶病貝からごく ff通にみられるもので貝殻に穴をあける穿孔性が最も

強い種類である。次いで多いのが Terebellaehrenberg (和名ハナナキアナゴ

カイ(図1)) Syllis hartiなどで、これら 2種は単独で棲息することはまれで
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図 1.ポリドザ

(Polydora sp.) 

あり常に 2N(以上が泌臨している。

図 2.ノ、ナサキフサゴカイ

(Terebella ehrenberg.) 

虫千1.:の大きさは比較的小さく 、成体でも1-3cm前後のものがほとんどであ

る。

2). /:I~ ~;f，火

ではこの多毛類はどのように してIj~卵成長して繁刑するのか、 現在までの調

子t結果からアコヤガイに多く侵入し 、 ~孔1'1:が強く 、 かつ民に与える被官が大

きいと :3えられる代ぷ的な穐類のポリドラ (Polydorasp.)についてその生活

史をのべると 、 産卵J~j(ま晩春 5 月より立の rtllで、 卵は自己の級官 (軟らかい泥

と粘i夜とで('1'られた泌の廿)の内壁に粘1''1:の映に包まれた卵の袋 (eggsac) 

と して虚みつけられる (1ヌ13 、4 、5 、 6)。このg~袋は長く述らなって技官壁l乙付着工

し、虫体はこの卵袋とむ:壁との聞に同居している。市者の観察した1例では、

1つの怯管内の卵袋の主化は約40ケ、1つの卵袋内の卵数は60-80絃であった。

卵はこの卵袋内で発生し幼生となって卵袋を1波り楼管内より海水中へ泳出しプ

ランクト γ生活に入る ([-;47)。卵の大きさは約o.1棚、泳:11直後のものは約

0.25mmである。泳出直後の幼生は非常に活様な泌泳連動を行ない、とくに光に

対して敏感な反応を示す。こう して悦泳生活をするうち次第に成長し、やがて
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体節の分化が進み頭部に2本の触手がけ¥.fUして行虫となり活抜生活に入る(凶8

9)。この若桜生活に入る時j刻、場所などについては目下調査中であるが、いづ

れにしてもこれら成長した虫体は常に機会をもとめてより安定した桜み家、す

なわち員殺へと侵入することをねらっているわけであり、この点からすればア

コヤガイは常にこれらのもt入の危険にさらされていると云えよう。

図3.協約内に産みつけら

れた卵袋

E:卵袋

T:虫体の触手

図 4.卵袋の拡大図

MT:泥管

F:虫体

E: 13s 袋

図 5.卵袋内での発生 図 6.卵袋内での発生7;lJ生 図 7.泳出直後のがj生

- 4 -



図 8.滋泳 仔 虫 図 9.iG懐生活期に近い仔虫

3).侵入様式と貝妓にあたえる影響

貝殻への侵入ならびに穿孔は短時間に行なうことは不可能で、侵入穿孔する

までの抜点が必要であるが、貝殻外面の鱗片状突起や付野物がこの彼点として

の基盤の役割を果していると考えられる。

貝殻i乞侵入する方法として、もっとも普通に見られるものは、まず員殺の開

口部から直接貝体内部に侵入しこ Lで軟泥と粘液状物質とによって自己の楼管

を造巣する。この時と の湯所で虫と貝との競争が行なわれる訳で、買の活力が

強く 員殺到ーの分泌が充分ならばいまだ按管の造巣が不完全のま L とざされてし

まい小さなプリストとなるが、逆に貝の活力が弱く分i必カが衰えている場合に

は虫は充分な泥を集積して完成された大きな棲管を作る(図10)。このような侵

入様式はポリドラに多くみられるもので、棲管の形が U型をなしているのが特

徴で、端開口部 (一方が頭部他方は尾部となる)は常に貝殻外部に突き出して

外部海両水と交流している。貝の成長につれてこの突出綾管の部分だけは残さ

れて穴となると考えられる(図11)。

このようにして侵入活桜した虫体はさらに自己の孔道をひろげるため貝の活

力が茨へると 、今度はU型桜管の中央部の貝殻内面の方向に穿孔し、この穴よ
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図10.直接貝の内部に侵入し楼
管を形成した状態
C 稜柱1¥'1
P:真珠 WI
B:倭 管

図11.有機質をはがして接管を銘出
しt.:.ところ

P:兵珠陪 C:稜住m
MT:泥管 A :虫体

H:頭部 Ps尾 部

り再び泥を送り込みさらに貝殻の奥へと造巣し順次孔道をひろげ、その結果貝

殻の被害を逐次拡大してゆく (図12)。この幼合貝の活カが旺憾ならば冥珠質の

分泌が充分行なわれ臨む2を被うプリス トはH巴厚し、このため虫体の貝殻内面へ

の穿孔によるこれ以上の鉱大は不能となり 、病害は阻止されるのであろう。

この外の侵入様式としては、まずいったん員殺外面の鱗片状突起の聞に造巣

若桜し、これを披点として垂直または斜めの方向に穿孔するか、あるいは設面に

沿って平行に講をほり貝般に侵入する場合があり 、このような侵入は貝殺の中

央部に多く見られる。また貝殻外面の鱗片状突起の聞に捺点を作りこの部分か

ら次第に貝殻内面へと似蝕し貝殻外商に大きな割れ目を作ってしまうもの (Ci-

rratulus cirratus)、 前述のポリドラにより拡大された割れ目を利用し二次的

に伝入してしまうものなどがあるが、いづれにしても直接貝投!と伝入穿孔する

種類はポリドラを始め 2~3 種類のものと考・えられ、 その他の種類はこれら先

達的な穿孔性種類による剖れ回を接点として二次的に侵入棲，也、したものではな

いかと推察している。

上述のように貝殻に似入する様式は、種類によって固有のものがあるようで
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ある。したがって虫体の侵入によって形成された貝殻内面の異常隆起の形など

によりその種類を推定することが出来る。

このような多毛類の貝殻侵入によって、当然貝はこれに対し防禦または補修

を行なう訳であり、この間の両者の勢力関係によってその被害も左右されると

図12.棲管を取り除き虫体による貝殻の

侵蝕状況を示す

考えられる。多毛類の穿孔の

方法については明らかではな

いが、おそらくは酸による炭

酸カルνユクムの化学的な侵

蝕と、固い剛毛による機械的

な削磨との組み合せによって

行なわれるのではないかとさ

れているが、このように穿孔

に当って貝殻質をとかす分泌

物を出したり 、機械的な運動

をするために外套膜をしげき

してその機能を変化させる。

このため外套l肢は有機質を分

泌するが、有機質の多量な分

泌は貝の栄養代謝の均衡を破

って貝を衰弱せしめ、環境条

件に対する抵抗力を減退して

死の転起をとるものと考えら

オ1る。lの部分は最初侵入棲指していた所
2はBより穿孔し棲管を拡大した所

(li波紋)
春期避寒後の養生、手術前

後における貝の操作→処理、

精殖による貝の哀弱などが侵入のチャンスになるのではないかと推察される。

4).被害対策

多毛類がアコヤガイの貝殻に民入穿干しし害敵として一部の研究者から注目さ

れ出したのは昭和33年頃からで、とくに異常発死の一部として問題にされ出し

たのは昭和35年からである。 したがってこれに関する調査研究も最近その緒に

ついたばかりで、これに対する駆、防除の方法もいまだ研究の段階にあるが、

現在までの調査結果から汚えられる対策についてのべてみると

③消 i駆的対策
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① 底質の浮泥漁場は多毛類の発生が多いのでこのような漁場ではあらかじ

め充分出;昔、する。

② 密殖は底質を多毛類の棲忠、越地に変化せしめる大きな要因となり、かっ

密婚による貝の活力低下は侵入のチヤ γスになり易いので出米る限りさ

けることが望ましい。

@ 付着物の多い場合もまた多毛類の接点となり易いので貝掃除を適宜行な

うこと。

骨 成長の良い、いわゆる坪はな貝勺には多毛類の出現之容が少ないことか

ら、母員育成の立場から云えば、その量産よりも品質重視の方向が間接

的にこの被害を軽減する近道と三与えられる。

⑧積極的対策

積極的対策として直接虫体に対し、駆、殺虫を行なう方法は、さきに本会

報で太田が飽和食塩水の浸漬処理について提唱されている。この方法につい

ては季節的な処理、浸漬処理ー方法の検討ーなどさらに試験を行なう必要がある

と考えられる。この外各種薬品(駆虫剤としてベンゼシ、エチレン系化合

物、殺虫剤としてクレゾーノレ、プエノーノレ系化合物など)による積極的な

駆、殺虫効果についての検討などにより 1日も早く多毛類の病害対策を確立

するよう望まれる。

丈 献

太 回 繁 1 960 l立ご三』 報 5 (5) 

木村 二郎 196 1 l之二て、 報 6 (2) 

太 回 繁 1 962 lヨ』ミ 手袋 6 (3) 

C. M. Youge Oyster 
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に寄生す る

吸虫(セノレカリア)について

ヤガイコア(2) 

次清

(国立真珠研究所)

口阪

アコヤガイの軟体部を侵す寄生虫としては吸虫類の幼虫であるセルカリアが

知られている。これは一般に「黄貝」、「網卵貝」とか「寄ー生虫貝」とよばれて

いるアコヤガイの病原となるものである。吸虫類はその発育中に宿主の交換を

行なうのみならず、無性世代(単なる分裂で蕃殖)と有性世代(雌雄両生殖細

胞の合ーによる蕃姐)を一定の順序で繰り返す。いわゆる世代の交番を営むも

ので、セノレカリアはこのような発育過程をとる吸虫類の幼生の一つの段階であ

って、体の後部に伸縮力に富む分岐した尾部を備えている。アコヤガイに寄生

するセノレカリアの全生活史はいまだ明らかにされていないが、同属の一般生活

史からみて、第 1図のような発育段階をとるものと考えられ、第 1中間宿主に

あたるのがアコヤガイということになる。

ム Iスポロシス

→I (レジア)

第1中間宿
(アコヤヵ・ィ

メタセノレカリア'- 1 ..--1->-0 r+-. 
l一一I/ ;7.rP~~rl~-'rh;J，→ j 成虫I (被重量幼虫) I E I 

第2中間宿主 最終宿主
(魚類) (不明)

ーヤJiS 渉

一般吸虫類より考えられるアコヤガイ寄生吸虫の生活様式

アコヤガイに寄生するセノレカリアは妹尾 (1932)によってまず発見され、そ

の後、尾崎・石橋 (1934)の形態構造の研究によって、 Bucephalusmargari-

tae Ozaki et Ishibasi と命名された(セノレカリアとは有尾幼虫の一般名なの

で、同属の吸虫である肺臓ジストマ、肝臓ジストマなどにもそれぞれセノレカり

アという幼虫段階がある。それで正しくは「アコヤガイに寄生する吸虫のセノレ

カリア jということになるが、ここでは便宜 l二、単にセノレカリアとl呼ぶことに

する)。
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セノレカリ アが脊生しているアコアガイは挿核用と しての利用価値がないの

で、母貝業者や翼珠業者に とって大きな問題であるが、現在まで駆除や予防に

ついての研究は全 くない状態である。この問題を解決するにはまず、セノレカリ

アの生活史やその生態を明らかにすることが先決問題であると考えられる。

セノレカリアが寄生した貝を外観から区別することは因慌であるが、貝体内に

おけるセノレカリアの成熟期(秋季)には貝殻外商の鱗片状突起の伸びの思い、

いわゆる「ぼうず貝」の型になっているものが多い。

この寄生虫は最初、アコヤガイの生殖線および消化盲裂を佼し、次第に増殖

して外套j民、入鯨静脈、紙、唇弁lと拡がり閉妓筋にまでおよび、各組織はスポ

ロνス トと呼ばれる管状あるいは校状に分岐した子袈に侵されるようになり 、

この子袈内Iヒ若いセノレカリ アを生ずる。若いセノレカ 3 アは透明で色~をもって

いないが、次第に発育するにつれて淡黄色となり 、充分に成熟すると各組織は

黄色味をおび、 容易に寄生虫貝を識別できるよう になる。

寄生によって貝の生勉腺は完全に破壊され蜂問状になり 、貝はいちじるしく

哀弱し、外套!民は透明となり 、閉殻筋も縮少し、いわゆる「みずがいJの様相

を呈する。

アコヤガイ体内におけるセノレカリ アの成熟の状態をみると 、生嫡腺→入，栂静

脈→悦!の段階で発育が進んでおり、また偲の主総糸!にそって伸びた子袈からは

多数の泳H:したセノレカリアが認められる ことから 、アコヤガイ体内からのセノレ

カリアの泳出の過程は次のように巧-えられる。すなわち、最-初に貝体内に位入

した ミラキジワムは発百して子泌を生じ、生描IJ，'i!ゃ消化盲出を{メし、成熟した

子袋内にはセノレカリアを生じ、セノレカリ アの成熟とともに人間静脈、開葉間連

接膜血管、主惚糸を経て貝体外へ泳1Mする。

第2図 セノレカリア1こ佼されたアコヤガイ(l)、と鯨の飽糸にそって伸びた子護(2)

ハ
U

1
ム



子袋内に生じたセノレカリアがアコヤガイの体内で成熟し、泳出するためには

水温が大きな要因となっており 、28-30
0

Cにおいてその成熟は早められる。

アコヤガイ体内における 自然状態でのセノレカリアは英成湾においては夏拳に

、も

~ 

吟山町

C¥ ! 
-; 人・、i

'1守

• • 

ヌ乱‘、¥
言、-:._---=-τ 
J 1'"" 
-， ，[l 
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増殖、成熟し、秋季が泳出期にあたっていることを観察している(秋季には子

饗内よりセノレカリアが完全に脱出し、一旦治癒したように認められるが各組織

には子嚢はそのまま残り越冬し、翌年、再び7Kiiffiの上昇とともに、また二代目

のセ/レカリアが産出される)。

アゴヤガイから泳出したセノレカリアは尾部のいちじるしい伸縮カをもって波

泳する(第3図の1)。被r奇生体は人為感染試験においては一般の魚類で、 Ef遇、

鰭条間の膜状部に尾部の先端部をもって付着し、その後、尾部は粘状化して付

着の基盤をつくる。尾部は間もなく消失し、頭部より鰭条基部の筋肉中へ移行

する(第3[2ilの2・3)。鱗の充分に発達していない幼魚、においては直接体表聞から

侵入し、筋肉中に人ることが多い(第3図の4)。

第2中間宿主である魚類の体内に入ったセノレカリアはその後、被褒を形成

し、いわゆるメダセノレカリアとして発育する(第3図の5・6・7・8)。

英虞湾多徳島地先の天然魚類におけるメダセlレカリアの寄生状況をみると、

真珠養地筏の附近にi支臣、あるいは群集するトクゴロイワν、カワハギ、センマ

イハギ、サナノハベラなどの胸鰭、尾鰭およびその鰭条基吉ISの筋肉中に多く見

出される。とくにトウゴロイワνの幼魚の体表面から[貰接侵入したと考えられ

るのが多い。また、その'若子生率を時期的にみると天然におけるアコヤガイ体内

のセノレカリアの成熟、泳出の時期とほぼ)致しており、秋季に増加する傾向が

みられる。(第2表)

51.0 

45.6 

47.4 

49.0 

第 H受 容表虫貝と健康貝の生理状態の比較の一例

(昭和37年12月初日)

拡…叶 1l7.55 

7.52 23. 9 I 13. 2 I 9. 5 I 2. 05 I 15.日

7.67 21. 8 I 13. 7 I 10. 5 I 2. 35 I 17. 15 

7.70 25.1 I 14.7 I 10.5 I 1.90 I 12.93 
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第 2表 セノレカリアの時期による天然寄生率(魚種トウゴロイワシ)

調査月 日 備 ゴ季

昭和37年8月9日 多徳島周辺

// 8月17日 9 // 

'" 8月27日 11 4 36.4 '" 
// 8月29臼 20 10 50.0 // 

'" 9月12日 13 7 53.8 // 

'" 10月15日 25 25 100 御座i9
'
定資網楽

※ 秋季には沖合へ移動するので湾口郊の定置網にて採取せるものを調査

セノレカリアの*f生している貝に挿核手術した場合に挿核部位の組織が蜂商状

になっており作業が因苦ftであり、たとえ挿核しても挿核作業後の搾死~~が高

く、それからできる真珠の品質が思いことが最近になってようやく A 般に周知

されるようになったが、ノj、竹 (1961)は寄生虫貝と正常貝各2001聞に8月に伊核

し、翌年1月に浜揚げをして第3・4表のような結果を得ているO また大西(1963)

も挿核後の奨死率を報告しているが、いずれも寄生虫艮の弊死率が非常に高率

である。また薄巻き珠の出現率が正常のものにくらべて非常に高く、品質が劣

り歩留も悪い。

以ヒのことを総合する

と寄生虫貝は鰐死認が多

く、しかも品質がいちじ

るしく劣るので現夜の段

階では、無理に作業する

よりも放楽した方が結果

的には得策になるが、セノレカリアはタト套!民にも侵入している場合があるので、

挿核作業用としてのみならず、細胞貝として使用することも避けた方が賢明で

あると考えられる(これらのことについては当所においても、さらに

施中である)。
第 4表 寄生虫貝より生産された真珠の品質(小竹.1961)

第 3表 寄生虫員に挿核した場合の繋死率(小竹.1961)
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※ 挿核時にIE~お'貝として取あつかったもので、浜揚げ時に寄生虫貝として認めたもの
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図の説明

第 3図・アコヤガイより泳出したセノレカリアの被護形成

1. アコヤガイから泳出したセノレカリア

2. -qノ、ゼの胸鰭の膜状部に付鳶し、まさに侵入せんとしているセノレカリア

3. トウゴロイワシの尾鰭の膜状内を基部にむかつているセノレカリア

4. トウゴロイワシの体表面から直後侵入しているセノレカリア

5. .."，ノ、ゼの胸鰭に侵入し、被裂を形成しはじめたセノレカリア(感染後2日目)

6. トウゴロイワシの筋肉中におけるメタセノレカリア(感染後1週間)

7. トウゴロイワシの筋肉中において 1ヶ月を経過したメタセノレカリア

8.被嚢からとりだされたメ Fセノレカリア

番考文献

1)妹尾秀宍 1932. 真珠介及びイ Fポガキに寄生するセ/レカリアに就て

日水誌 1(1) : 62 
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oyster. Proc. Irnp. Acad. Sci. 10 (7) : 439-441 

3) 小竹子之助 1961. 寄生虫介(セノレカリア)より生産された真珠の性状に

ついて私信による。

4) 大西侯彦 1963. 寄生虫 Bucephalusmargaritaeの被害を蒙ったあこ

ゃがいの諸観察本誌43号:1-4 
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nUl1II1I1I1II セ ルカリアの今後の

研究課題およびお願い制1剛 a

(真珠研究所〉

寄生虫貝の駆除、予防については現在研究中であるが、それらの方

法としては次のようなことが考えられる。

1) この吸虫の生活史を追究して、生活史上での一番の弱点をつかみ

生活の循環を断ち切る。

2) ミラキジヲムの侵入時期およびその波泳層などを調査して、この

時期がほぼ一定したものであれば漁場利用の固から効果的養殖を

行なう。

3) 寄生虫に侵さわした貝を薬品などで治癒させる。

これらのうちとくに 1) については寄生虫貝の多発潟、場がかなり限

らわしていることから、それらのj潟魚魚、場には最終宿主としての特種な動物

が才棲妻思息、していることが考えられる。アゴヤガイから泳t出t臼jし7たこセ/ルレカ y

アは主として夏季季秋季に養

ワν(一般にはドホ、あるいはトボイワ乙ν/と言つている)の幼魚魚、に侵

入することカか這ら、一応トヲゴロイワvが自然の生活史における第2中

間宿主と推定される。トクゴロイワνの筋肉中におけるメタセルカリ

アの生存期聞は数ヶ月以内であるとの観察をしているので、秋季~冬

季にトウゴロイワνが棲息しているような海域が、まず寄生虫貝発生

漁場としての条件になるように考えられる(英虞湾以北の海域では冬

期間はトワゴロイワνは殆どみられない。と同時にそのような漁場で

は寄生虫貝の発生もほとんどみられていない)。 したがって冬期間に

トクゴロイワνが波泳している漁場で、それを捕食する魚類あるいは

鳥類などが最終宿主と推定される。それで寄生虫貝の多く発生する漁

場において秋季~冬季にトワゴロイワνを捕食する魚類や鳥類など心

当りがありましたら是非お知らせ下さるようお願いします。

なお 2)、3)については現在試験を継続中です。

R
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三重県真珠漁場の利用形態とその価値

莫珠漁場 総 合 調 査 試 験 養 殖

の品質評価による考案

山 口 昇

(三 重県 水産 試験 場)

三重県における真珠漁場は、伊勢湾口の鳥羽市周辺潟、坊を北限として、紀子トi

海域の曽根・二木島迄存在している。其の中に点在するis号、J与は、犬々の持つ漁

場の環境特性に応じて母貝養殖から菓珠生産の最終過程である珠貝の養殖ì~揚

げまで、段階徒に漁場の利用が行なわれている。

fl¥lち大凡の利用形態毎に漁場名称を列挙して見ると

イ、採苗漁場一一母員養殖漁場

ロ、仕立て漁場 基地漁場一一静養漁場

へ珠漁場一一仕上げ(化粧巻)漁場

ニ、避衆j魚、j易

に大別出来ょう。

こLでは利用形態別に各々の漁場価値を判断するのではなく、

して見た場合の価値の推定に止めておく。

と

真J~ミの生産というものが、水産生品に限らず、生物飼育の一次的な目的であ

る、生物の生長そのものに対しての利潤を追求すると云うこと Lは別に、対称

生物である真珠貝そのものは踏み台になり、それがら生み出される二次的な生

品に主目的がある訳で、しかもその生品については、次に述べるように、生長

量(巻き)以上に品賞に関連する事の万が、養殖目的の比重が大きいのは

である。

勿論他の水産生品にしても、品質が重要A な要素を内識していることは、経済

的に見た場合大均的には真珠と何等異ならないのであるが、真珠の場合その立

場としては、水産生品としての取扱いを全く離れて、宝石としての微細な計量

による取引きが行なわれ、その品質に対する値巾の大きさに特色が見られるの

で、 i也の水産生品との対比が品質においては、問題にならないであろう。

今迄にも多少は斯様な含みを持たせながら、 3完工朱漁場の性絡を色とか、巻き

-16 -



の厚さについて機会を見ては報告しているので、概念的には御承知の事と思わ

れる。

然し各潟、1諮問の真珠に対する生j主価値の比較と云うことになると、色と巻き

の厚さだけーによるZi雪察では、今一つ具体制:に欠ける処があるので、品質の評価

を行なうことによって、その評価された値と、漁場性格の一つの指針にした

色・巻きの厚さとの関係を務理して漁場価値の関連合推察し、これが翼珠業者ー

の漁場利)['jについて参考になればさいわいである。

試験の経緯及び機本については、真珠技術研究会会報第 1巻・第3号に記載

したので、こ Lでは省略させて裁き本論に入り度いが、ただ単に評価に対して

のj魚、場比較に止まらず、従来から云われているように、翼珠の色はホワイト・

ピシク系に需要価値があり、巻きの厚みとも関連して評価の根底をなしている

ので(其他形状・ m~、り等も勿論評価の対称になるが)、これ等の関係も同時にと

り入れて、評価額との比較を行ない、どの程度に色と巻きが、それぞれの評価

に対して重みを受けているのかも調べて見た。

漁場の利用条件又は形態に地域的な変化が見られるのて引I):区を次のように大

きく分けて見た。

海域l土地理的・海洋的に判断して、次の 6i毎区に大別し、そのrj"!民主に細分化

する必要のある海域については、その都度分類して見た。

イ、鳥羽周辺il止は
口、的矢湾海区

ノ¥、笑虞湾々口部ifJJ区、

(i) 技湾外漁場

(ii) 技湾内漁場

ニ、突虞尚々奥部海区

(i) 湾奥部布似.lJ (湾口に向って志摩半島寄)潟、i:t~j

(ii) 湾奥部左側漁場

ホ、 Ji.ケ所持海医

へ、南島・紀州海区

海区内の設定漁場については真珠研究会伊勢部会報第3巻第10号で報告した

通りで、全海域にわたって39漁場を選んだ。

真珠の巻きと色の出現率及び品質との関係

色と巻きとの組合せでは、表 1及び 2に示すように、各海区毎に色のHI現率

は50%を巻きは 4.9ミリの巻上りを境にして
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① ホワイト・ピンク系の出現率が高く、巻きの良い漁場

③ ホワイト・ピンク系の出現さ容は低いが、巻きの良い漁場

⑧ ホワイト・ピシク系の出現率は高いが、巻きの薄い漁場

④ ホワイト・ピンク系のH¥現率も低く、巻きも薄い漁場

の4通りに区分して見た。

(表1) 漁場別色と:巻き?との関係 (2r九)

50%以上 50%以下 50%以上 50%た下
-司王 ~4: 百三 V TLI::百7ぽ'f l王子行耳7

島・紀

(表2) 漁場別色と主主きとの関係 (5m)

50%以上 I 50%以下 I 50%以上 50%以下

4.9ミリ以上 I 4.9ミリ以上 I 4.9ミリ以下 I 4.9ミリ以下

五ケ所

南島・紀州

円む1
ょ



各泊予区の色の出現率と巻きの)写さとの関係を表から引出して見ると

1.鳥羽周辺・的欠湾海区

ホワイト・ピンク系の出現率・巻きのj字さとも良好である。た V宮潟の 5111

層だけに多少ゴーノレド・クリーム系が多い。

2. 英虞湾々口部技j号外漁場

的矢湾以北のi句区と同様に、色の出現率巻きの厚さとも良好である。 iE島(弁

天)漁場だけは2・5m両信共ゴーノレド・クリーム系の出現が異常に多く、多

徳の 2m惜は巻きの点で他と比べて劣っている。多従:の場合は漁場位置が、

結果的には恐かったところの(特に 27九層において)湾奥部海区との接点で

あり、当然の傾向であろう。

3. 英虞湾々口部技湾内漁場

ゴマーノレド・クリーム系が多く、巻きの良い処として御座、ホワイト・ピシク

系が多くて 2m層は巻きが良く 5m隠は梢々薄い処として和具、ゴーノレド・

クリーム系が多く巻きの思い処として浜島(鴻ノ泊)及び越賀の 2m層と、

本海区は浮然とした担で1:1¥ているが‘全体的に見てゴーノレド・クリーム系が

多く巻きも余り良くない。

4.英虞湾々奥音区.

全点共 2汎層では巻きが恐く、色の111現率についてもまとまりがない。

5m層についてはj窓口から向って、 ie側のi考奥部漁場伯母方陸水系の影響を

受けている)i魚坊の 3点で一様性を示して、色の出現率もホワイト・ピンク

系が多く、巻きの)享さも良い。奥付!明では色の111現率については前 3点と同

様だが、巻きが思い。ゴーノレド・クリーム系が多く巻きの良い処は立神口・

船越の S汎で、他のj魚I坊は何れもゴーノレド・クリーム系が多いと共に、巻き

も思い。

5. 五ケ所湾海区

本海区も全体としてまとまった傾向は見られない。

杉ノ浦・内瀬l士、巻きは良いが、ゴーノレド・クリーム系が多い。 II.ケ所は巻

きが良く色のIL¥現率については、水深別の差が顕著で、 2>5の関係が見られ

る。湾内で、特に思いLl'r現率と巻きを示す漁場としては、船越が挙げられよ

う。

6. 南高・紀州海区

本海区では阿曽と曽根が他と異った型で表現される。 海区内全漁場共ゴーノレ

ド・クリーム系の出現率が向く、巻きも良いが前記2点では比較的に巻きの

忠さが目立っている。
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要するに、一言にして傾向的に云えることは、鳥羽周辺・的矢湾・英虞湾口

の各海域はホワイト・ピンク系の出現率がI背く、巻きも良い。南島・紀州海域

は巻きは良いが、ゴーノレド・クリーム系の出現率が高い。英虞湾々奥部海域は

全体的にゴーノレド・クリーム系の出現率がi高く、巻きもJFJい。然し左側湾奥漁

場は水深 5mの処で‘ホワイト・ピンク系のtl::現率が高く巻きが良い。]I.ケ所湾

海域はあらゆる型で表され、一つのまとまった傾向になっていない。

真珠の色については、 :fllJ捉的な説明を省略してホワイト・ピンク系又はゴー

ルド・クリーム系のH:現率をとり上げ、潟、均性格を述べて来たが、それらを論

ずるj二での根披と取扱いについて若千L説明を加えて行きたい。

色分けによる漁場区分が可能であることは、三重県水産試験j粉砕報162号で、

主に環境要素として陸水の影響をとり上げ、伊勢湾(鳥羽周辺)・英j焚湾・紀

十Hの各海区において、色による区分けが見られると報告されている。

国立真珠研究所報告 5で沢i将・丹下等は、色の出現E容はクリーム・ゴーノレド系

の出現E容を特に問題として、潟、j訪問においての去を傾向的に指摘しているし、

間報告 6のi坂口も外洋性・内湾料:の環境によって色の出現不には莞が見られる

と報告している。

このように環境の相違から米る、真珠の色のU:現に関した 4 連の報告がある

が、沢回・丹下等も指摘しているように、これ等の色の区分けは方法論的に必

ずしも一致していないこと、従って特に巻き、照り等との関連においての思考

が必要であると報告している。

又各漁場開の翼珠の色の出現率の変化姿因は、主として陸水の影響によるも

のと、外洋性の持者、場であるか内j毒性の漁場であるかということ等については、

前記のように各報告でも見られるが、他に同一漁場でも吊下層によって、養成

深度が浅いとクリーム系統の珠が多く 11:¥ること、ぞれが水中照度や真珠の成民

の著しい1夏季、特に;1<.誌が浅層に於いて高jいこと等について渡部・ [i古[EFI .宮村・

井上 (1957)や沢町・丹下(1959)が言及している。

尚真珠の色が漁場環境以外にも、生直過程において、幾多の関連性をもって

いることは既に数多くの報告によっても知られているが、本標本を得る迄には

次のような点ではけl米るだけ努力して均一化を図っている。

1.母貝の選定

2.細胞民の選定及び外套膜の採取部位と大きさ。

3. 手術期間の短縮

4. 使用母貝の仕立て条1'1:

5. 各挿核員の各漁場に対する試験貝の分配度
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6. 養殖管裂の方法

以上のことには特に留意したO 中でも各漁場における適当な管理操作、例え

ば漁場の淡水化等に対する応急処置、附蒼生物が異常に発生して試験貝の活力

を低下させるのではなし、かと忠われるような事態に対する対策、近来大量の搾

死貝を出すような老化漁場における異常海況に対する緊急、j盗難等、普通の場合

は色々と技術的な管理操作を加えて、各々の潟、場に即した養成手段がとらわして

いるが、今回の場合貝の手入等は、これが貝の個体に与える影響の方を重視し

て、貝の掃除、かごの入替えの統一を計ったため、 汁部i}語、場では歩留りが恐か

ったこと、(歩留りの好忠については他の原因も考えられるので後述する)又異

常事態に適当な策を講ずることが出来なくて試験を断念せざるを得なかった持者、

もあった。これは漁J易が広範囲にわたった為と、現地試験委託地の事情のた

め、 JI:.むを得ないと忠、われることも充分考えられた。

次に色分げの系統を、ホワイト・ピンク系とゴーノレド・クリーム系及びブノレ

一系の 3者に区分して見たが、その中でブルー系の珠の出現について沢田・丹

下 (1959)は、この色を呈する真珠は本来の意味の冥珠層、でなく、異珠層の内

部における有機質問の存在によって肉眼的にブノレ一系に見えるだけに過ぎず、

それが挿核部位によって異なることを肯定し、その出現王子fを主として支配する

のは挿核技術の巧拙であると考えられると報告し、太田・山口・丹下・片田

(1959)の試験結果によっても先の説に同調出来るとしている。このことにつ

いては、青木・森岡の報告でも理解出来ることであり、この場合も挿核部位毎

に分けたとでプソレ一系色の稔討を行ない、それが肯定出来る結果として見られ

るので、漁場特有の色呈はホワイト系とクリーム系によるものとして、その結

果を取り上げて各漁場開の出現率による比較を行なったものである。

又;真珠の色と構造に関したことで、和問 (1958)は干渉色と実体色が色呈の

二大要因であるとし、黄色系統には実体色があること、良質の真珠は光の千渉

によるものであると報告しているところから、前述の標本についても層間反射

によるJ匂合ホワイト・ピンク系が、実体色による場合ゴーノレド・クリーム系が

出現するとして、この 2系統色に分けて見た。

水深を 2層とつであることについては先にも若干触れたから詳しくは真珠技

術研究会会報で述べてある。

色と巻きについてはこの程度で措くとして、各j魚、場における評価額を示すと

表3の通りとなる。

ーム4
A
 



(表 3)漁場別水深別評価額(匁当月)

7n 漁 場 2 7n 5 11& 1簿、 主務 、，よ 円u り γ1u 

378 越賀 281 324 312 264 

415 和 具 352 337 五ケP斤 369 425 

381 鵜 方 231 360 杉ノ?信 313 349 

390 神 明 260 361 草終 290 348 

421 受島 272 362 阿曾 318 319 

443 奥神明 279 311 神前 321 369 

494 新波切 319 方J!'l!i 337 320 

429 141 263 古和 314 372 

304 179 351 長島 264 370 

353 片田 251 227 ヨiオド f 334 i 342 
398 迫間 324 303 三 iて浦 316 : 364 

363 内瀬 428 303 曾根 305 1 358 

査定を行った真珠の個数・重量及び平均値は表4に示した。

(表4) 擦一本側数及び重量表

勺
ム

円
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先に挙げた色と巻きとの関連を今少し細分化して合成形式を次の 12通 り に

し、評価額を繰入れて検討してみると

①巻上り5町田以とでホワイト・ピシク系の出現率が60%以上の漁場

② グ グ 50~60%のグ

@巻上り4.9mm~5mmで

④ グ /，1 

60%以上のグ

50~60%のグ

/，1 

内
〈
U

円，
L
U



⑤巻上り4.9mm以下でホワイト・ピンク系の出現率が60%以上の漁場

⑥ グ グ 50-60%のグ

⑦巻とり5mm以上でゴーノレド・クリーム系の出現率が60%以上のグ

⑥グ 庁 50~60%のグ

⑨巻上り4.9mm-5. Ommで // 60%以上のグ

⑩ ij // 50-60%のグ

@巻上り4.9mm以下で ノ' 60%以上のグ

⑬ ij // 50-60%のグ

以ヒのように分け

①に属する漁場は、的欠 2m、御陵沖2・5汁Lで411円-494円

② グ 銭ir有・五ケ所 2m、奥的矢2・5m、菅島5mで、 369円~

415円

@ ，.;・ 菅島2m、桃取・間l崎2 ・ 5m、鏡r~1 ・的矢・多徳・鵜方・迫間

5mで303円-487円

④ グ 宮潟・和具・鵜方・迫間2m、緊島・神明・操5mで300円

⑥ 

⑥ 

⑦ 

⑥ 

⑨ 

-420円

ィ?

// 

ij 

ィ7

多徳・立神口2m、和具・奥神明5mで311円-337円

奥神明・新波切・牒2m、越賀5mで279円-324円

浜島(弁天)・御座・内j頼2m、長島5mで369円-428円

宮潟・五ケ所5mで425円-443円

// 長島・杉ノ 1i官・神i前2m、方 古 和 ・ 引 本 ・ 三 木 浦

2・5m、浜島(弁天)・御座5mで264円-372円

⑩ グ 荷台越(英虞i1'J)・立神口・内瀬・杉ノ j甫・神前 5mで

263円-369円

⑪ グ 片llJ・ 1町曽2m、布施回・奥立神・曽根2・5m、浜烏(鴻

ノ浦)51凡で179円-398円

⑮ グ 船越(英虞湾)・浜j自(鴻ノ浦)・越賀・賢島・神明2m、

船越(五ケ所湾)2・5m、片田・阿曽5mで141円-327円

となり、 5脚以上巻いている場合、ホワイト・ピンク系が60%以上を越える漁

場では評価が他に比して非常に良い。 50%-60%になるとその出現率は余り作

用していないが、これは照りや形にも関係があるので推定の範囲では余祐を持

たすべきであろう。巻上り4.9mm以下の場合はホワイトピンク系の多い冥珠は

評価も良く、 4.9mm-5. Omm及び4.9mm以下の場合はホワイトピンク系の多い漁

場は傾向的に優位に立つことが認められる。
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ホワイト・ピ γ ク系、ゴールド・クリーム系を問はず、巻きに対する評価の

反応は可成り敏感であるが照りの良いこと Lの併行関係が関与していると推察

される。

巻きと評価の相関を図示すると 1・2図のようになる。

1 ・ 2 図からも巻きと評価には相関が克られ、その係数 r~:J:. 2mで'0.7952 、 5m

の場合0.6964(α 口 0.001)となり有意性は計算の結果がらもそのう蛮さが認めら

れよう。

色に関しての相関は巻きよりもその程度は?苓く、 2mで 0.2757(α= 0.1) 

で、しかも色にかたよりのある鳥羽周辺・的矢湾・南島・紀州海域では単独に

は相関の有志:性は否定されるが当然のことであろう。

今迄述べたことから、県内耳珠is立場の大体の性格とその価値を知ることが出

来るのであるが、業者が通常比較的簡単に表現して納得のいく、員に還元して

算出した貝 1ケ当りの生産品としての価格から、漁場の比較検討を試みて見る

のも、次のように瓦昧が生み11:される迄の過程が色々な意味で抱括されている

ことに意義があり、分り易いと忠われるので、それについての取りまとめを行

って見る。

先ず表函的に貝廻りに大きく関与して来る要素として、緊死三容・脱核率が考

えられるので表5、6に示して見た。
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(表6) 漁場別水深別供試貝脱核率

漁 場 2 m，15 n'& 漁場 2 m 15 m 

%1 % 

鵜 方 i 24.3 I 25.0 船五タ所越湾)1 25.0 I 25.9 
神 明 27.0 1 23.9 五ヶ所 24.8 1 21. 9 

賢 烏 31.81 25.0 杉ノ浦 18.9 1 16.2 

奥神明 27. 4 I 25.9 阿曾 21.6 1 13.0 

立神口 29.8I 20.6 神前 22.6 1 28.1 I 

奥立 神 山 却 51!方庫川加 1

新波切 23.4 一古和 30.21 25.2 

(fあm占こ越湾)1 23.51 17.1/長 島 23.6 I 25.5 

片田 16.0 1 21.3 引木 26.0 1 26.6 

212l 川際 28.5 1 25. 7 li ~ t畏iZ21227

越賀 I 26. 3 I 30. 1 :迫間 20.3I 26.3 

緊死の問題については、先にも若千触れて見たが、試験経過から見てうなづ

ける点を二、三述べると、豪雨による淡水化現象に伴ってしばしば大量廃死の

見られる鳥羽周辺海域の漁喝では、本試験の場合も例に漏れず、試験貝分散直

後この禍に遭い、桃取・菅島漁場では殆んどをそう失したので、 7日間のづれ

は見られたが未分配の貝を補充したと云うことで、同海域内で補充を行なわな

かった鏡浦(分散直後桃取・菅島と同時に緊死現象は起らなかったが、後では

多少なりとも影響が当然あったであろう)との差が顕著であったこと、又これ

等のことは潟、場環境の適性判断の材料になるが、これとは別に南島・紀州海域

の 5m層に1O~20% とまとまった賂死率の出ていること、的矢湾海域 5m層で

はlO~209昔、 2mでは30~40%、鳥羽周辺海域 5mの1O~20%のまとまった.

奨死があるが、原因としては、其他の漁場に比して試験員分配起点(水試所在

の浜島)からの輸送時間の消費が大きいための疲労と、海況への適合性の点が

考えられる。しかし的矢湾の 2m層については其の他に、先に挙げた淡水化現

象も伊雑浦からの陸水の影響を考えて無視出来ない大きな要素であろう。

貝廻り価格の算出については、本来の意味から云えば投下量全体に対しての

数値でなけ作ばならない。然し今いった様に愉送距離の遠近性、輸送のための

急、な海況の変化による適合性が問題になるとしたら、本来の貝廻り価格の算出

比較は適当ではないと忠われるので、提死率の関与しない浜揚実数に対するも

- 28-



ので考察を進めて行き度い。

供試貝全部に対するものも参考に含めて、浜揚実数に対する貝廻り価格と共

に表7、8に示して見る。

(表7) 漁場別、水深別貝廻り価格

漁場 17. m i 5 れ 11漁場 12ηu15m  il漁場 12 ?九 15 m 

桃取

菅島

鏡浦

l奥的矢;
的矢 i

営潟 i

御座f中

間 11苛

多徳

桃取

菅島

鏡浦

奥的矢

的矢

官潟

御座沖

間崎

多徳

越賀 ;

24 

27.1 

18. 7 

21.6 

18.3 

19.71 

24.6 I 

17.7 

16.6 

26.0 

11.6 

21. 8 

13.3 

加 7I1 鵜方

22.1 1I神 明

21.9 ! 賢 島

23.211奥神明

25.811立神口

30.2 !I奥立神

19.0 

17.5 

20.1 

23.0 

20.9 

新波切

船 越
(あご湾)
片田

布施回

磯

14.811迫間

11.0 

12.2 

11.5 

14.5 

15.9 

20.2 

19.6 

20.1 

14.9 

17.6 

内瀬

船越
(ゴLケOii時)

ヨ王ケ所

杉ノ浦

阿曾

神前

14.8 I 19.2 方康 1

15.71 - :1古和

6.81 15.0 il長島

13. 8 '1 11. 2 I1引木

7.9 i 16.9 11三木浦

13. 5 I 22. 6 1I曾根

22. 

13.7 

20.6 

18.3 

17.2 

17.8 

19.41 

16.5 

14.0 

17.2 

19.4 

15.9 

(表8) 漁場別、水深別、浜揚実数に対する貝廻り価格表

25.3 21. 7 和具| 18. 1 

!瀬
27.5 22.9 鵜 方 12.1 20.911 (船五ケ所越湾)

24.5 24. 6 神 明 13.2 20.5 五 ケ 所

29.5 25.3 賢 島 12.5 21.8 杉ノ浦 19.8 

25.0 27.2 奥神明 14.9 16.3 阿曾 18.7 

25.8 29.4 立神口 16.8 19.311神的 20.1 

26.8 31.4 !奥立神 15.5 22.0 方座 20.1 

19.2 21. 1 17.0 一古和 17.8 

17.9 ]8.4 船越 7.1 16.2 長島 15.8 
(あご湾)

27.6 21.5 片田 14.9 11.7 引木 17.9 

12. 2 23.9 布施回 8.3 18.0 三木浦 21.1 

23.9 22.6 車襲 15.2 23.6 曾根 16.6 

13.8 16.4 迫間 18.7 17.6 
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{民りに今員廻り価格が20円を越す漁場を引出して見ると、鳥羽!習辺・的矢湾

海区の全漁場、英虞湾々部海区の 2・5m両層にわたる処では、御陵沖・浜島

(奔天)・御座、 5m層で間崎・浜島(鴻ノ浦)・和具、英虞湾々奥部海区で

は5m層にのみ見られ鵜方・神明・賢島・奥立神の 4点に、五ケ所湾海区では

五ケ所で2・57九両層に内瀬は27凡のみ、諜・杉ノ浦は 5汎のみに、南島・紀州海

区では神前・三木浦の雨層に、方座は 2m、阿関・長島では 5m層にそれが見

られる。

この貝廻り価格を品質評価の数値に関連させると、

O鳥羽周辺及び的矢湾海底 378円~487円

0英虞湾口部海区

O突虞湾奥部海区

O五ケ所湾海区

337円~494円

360円~365円

348円~428円

0南島・紀州海区 316円~370円

評価格にして匁当り316円以上の処に20円以上の貝廻り価格が見られる。

評価格300円以上の漁場で貝廻り価格が20円に満たない処を説ベて見ると、

O英虞湾口部海区 多認の2・5m

間崎・和具の 2ηL

越賀の 5m

。英虞奥部海区 立神口の2・5m

新波切の 27凡

奥神明・布施回の 5m

O五ケ所湾海区 迫聞の2・5m

船越・杉ノ浦の 2m

内瀬の 5m

となり、これ等の漁窃について、貝廻り価格低下の原因を求めて見たい。

まず脱核によることが原因になっているj魚、場は、

多徳 2m (30. 6%)和呉2m (30.1%)越賀 5m (30.1%)立神口2r九(29.8%)

内瀬、 5m (30.3%)古和 2m (30.2%)等で、これし等は貝廻り20円以上の処の

平均脱核率 (23.0%)に比べて、比較的高率で一応これが原因であろうと捻定

して見た。

次に巻きが悪いことが評価との併行関係を無視して貝廻り価格に影響を与え

ている漁場を挙げると、多憶 5m、奥神明 5m、立神口 2・51九、新波切 2m、

布施1Il5m、迫間 2・5m、船越(五ケ所湾) 2m、阿首 2m、引本 2・5m、 関

根 2・5mと、今迄述べて米た中での低位生産漁場が殆んどで、この影響の大き
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さは、当然のことではあるが、はっきりと見出すことが出来ょう。

貝廻り価格が良くなる条件として、①夢iB'E率の少いこと。②脱核率の少いこ

と。@素珠・異常型真珠の少いこと。④巻きを厚くすること。⑤品質が良好で

あること等が挙げられしよう。

脱核主千三と巻~、品質の三者(其:他条件的には色々ある緊死率等も含めて行く

べきだが)を組合せて貝廻り価格の関係を見ると、真珠生産j魚、場の価値に対し

て、一つの解釈がつけられるかと思われる。

以上は33年度国立真珠研究所・三重水試共同で行なった真珠漁場総合調査の

試験養子Itlの結果から、一つの潟、場性格を引出し、其の価値の推定を品質評価を

中心にして考察Lて見たが、各漁場における年次的な変化は、海象・気象の変

化に伴って起ることは当然で、これ等と結び付けた型での忠、考が必要であろ

う。本試験についても、其の後伊勢湾台風、チリ地震津波等、特記される異常

海象を経た試験を、全く同様な方法で行なって結果を得ているが、各漁場個々

について見ても、先に分けた海区間においても、今述べて来たようなこと Lは

現象面で違った結果として見られるところもある。自然界を相手にした莫珠養

殖の難かしさは、時々刻々変化する環境に対応させた応用力の問題にあろう。

こLに述べて来た事柄と結果についても、理屈は理屈としてお考え戴き、業者

の方々が現在考え又は行っている、潟、場の利用に対して、少しでも進歩的な応

用がなされ Lばと考える次第である。
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真珠養殖筏の種類別経費比較について

平賀太寿雄

(会莫連指導部)

現在真珠養殖に使用されている筏の種類を大別すると凡そ次の三種になり、

その使用数量の比率は凡そ次のようになっています。(木筏に換算比較)

木筏…………659合

竹筏…..……30%

ピシ玉箆・・……… 5%

最近の傾向としては、風波の比較的強い沖合漁場の開発、ワイヤーロープに

かわる化繊ロープの普及、竹の値上り、入手難等の理由からピン玉筏が増加し

ているようであります。四国、九州地区では最近このピン玉筏に対する関心が

高くなっているように忠われますので御参考までにこの三種類の筏について、

その新設費、耐用年数から克た経費の比較表(別表)を作って見ました。

各筏共経営者毎に多少の相違はありますがこの表は三重地区での一般的なも

のを選ぴ比較したものです。

ピン玉筏は新設費は一番多くか L りますがi低周年数を考えるとー悉安くつく

と云う結果になりましたが養殖作業上から見ると夫々長短があるわけですから

使用する漁場、時期等も考え夫々適応した種の筏を最も効率的に使用して頂き

たいものです。 (38.8.15) 

莫珠養殖用筏施設費種類別比較表 会真連38.7.10.

いft :r-::f;~ :t'~ +-+ h +8 -b1t *1.，.. ..eL 肌 j 耐用!筏種類 j 資 材 名;規格、数量|単価i金額陥瞬時却費|

I """ __，_. i 18尺 13本¥1 Ad百円I~ミ円i
IJL *12r-- Jyt"rl 45司 9，0.∞;号 1，80.0.
1 i字 樽 4ヶ 1 1，80.0.1 7，2ooi 51 1，440. 
ワ イ ヤ {ロ{プ 19mm24x6 μ丸 1 8，0001 2， 000: 31 666! 

i 錨 14QK 1. 2了 1K 801 3， 840.1 lOi 384: 木筏~~ ..._ I -J;V~- .J... L> ~ 1-- _ ~~i _~' ~n~1 .J.vi 
iトヲング籍 I 120ヶ 1201 14，4001 31 4，80.0. 

(l台当)I吊線(カネライト)15-41'11114= 1∞本 11本 3出 3，0ω 51 60.01 

lr-l 叶1191J91!針 金持12 xo丸 1 3，50.01 3501 21 1751 

「一計 両11Uii|
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品 質論からみた真 珠 養 殖

来日 田 浩 爾

([設立真珠研究所)

真珠養殖業を近代化するためには従来の経験主義から脱脚して、考える養嫡

をおとなわねばならない。近年少しでも近代化するための努力として、水産学

関係者は真珠のプーノレ養殖合考え、餌料を培養し、これを投与して貝を飼育し

て真珠を養殖しようとする方向にあるし、生物学関係者は容器中で組織培養す

る事によって真珠を作る事を、そして地球化学関係者は試験管中で養殖頁珠と

全く間成分、同構造の真珠を人工合成ー現在の人工翼珠とは全く異なるーしよ

うと考えており、これらが実現される時に高度の計画生産がより可能となるで

あろう。しかしその一歩前において、我々は真珠の品質を決定する構成要素を

十分に把握すると同時に、その構成要素が何時如何なる条件のもとで生成し、

真珠の品質が分化してくるかを知ついおく必要がある。それは現在使用してい

る漁場を高度に利用する事にも通じるからである。

真珠の品質を決定する要素は何か

一口に品質と言った場合、形、大きさ、巻き、色彩及び光沢の 5要素の総合

的な評価であり、社会の需要と供給とあいまって、商品的に高価である事が学

問的に単純評価した場合と必ずしも一致してこない。一般的に言える事は真球

に近く傷のないもの、大きいもの、巻きの厚いもの、光沢のよいもの、虹色の

あるものが、そうでないものよりも高価であるが、これらは個々に切り離して

考えた時には絶対的なものではありえない。

第 1図は真:r*の形、大きさ、巻き及び質についての作用因子との関係を模式

的に示したものである。この図から明らかなように核入れ手術は異なる系路に

作用して真珠の質や形に影響な及ぼすが、賀が異なる事によって形に歪みをも

たらし、初期の巻き量に影響してくる。勿論、核入れ手術の刺激を受ける貝の

受ける程度は、個々によって異なるから、こ Lに仕立及び養生の問題が重要視

されてくる。核入れ技術のもう一つの問題は技術者の訟意力に関係したもの

で、移殖片のとりかたと挿入に関連した」連の技術の優劣である。これは質に

関連すると同時に歪形に関係してくる。このほか第3図からわかるように形成
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初期の形成層の稜類によって色彩が変化するなど、品質全般にわたって初期の

技術は関与してくる。

第1関 養殖過程における形、質及び巻~と作用悶子

挿入れ手術 l一 一一 形

(刺激) 一一…一一一一 J::s:の再配列

li-ml l 
貝二二真珠 袋 ← ! ー 移 摘 片一円一一一一…巻き

i物質代謝系 I
-一 一一 i 石灰代謝系

↑ |一 一 一 質
環境及び作業

(刺激)

養成過程における生息環境水の変化及び、養殖作業は主に貝の物質代謝系に関

係して真珠袋上皮の分泌活動に変動をもたらし巻きに影響してくる。巻きに影

響してくる事は真珠層の形成速度が異なる事を意味しており、こ Lで真珠層の

構造に変化がおこる。その結果色沢や透明度に著しい影響ーを及ぼす事がある。

第2図は巻きなどを全く切り離して、真珠の色感、を現わしたものである。

光→
(東町教)

第 2図真珠の色感覚の分類模式[gl

色格11色 3
含有色素寸二戸:三三三三 色 一 一 一 一 明 度 ト 属

(感覚) "'0 _1 性I 彩度jの性
E介在異質陪; __I I '>-' .__，.， 

真珠J" ~~， ~ ，~ 

(物体)) f.cl! ，~ ~IOF ...，4. -._. .__1 
E居 状構造三 i

罰の反射性質
〔真珠色沢の
碁本要素 J (質感)

色J惑は或る限度以と真珠層が形成されるならば巻き量とは独立して論じても

さしっかえがなくなる。これからわかるように哀珠の色には真珠層の構造から

くるもの、介在異質物(稜柱層や有機物質)によるもの、真珠層中に含まれた

黄色色素によるものの 3つに大別し得るが、第 1のものはそれ自身で真珠色と

なるのに対し、第2及び第3は単独では真珠色になり得ない。真珠層の構造か

らくる色は理論的には広範聞のものが含まれるが、実際上ではνノレバーやピン
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クにみられるものとピンクの余色としてブルーがみられる。しかも濃ーさは一般

に淡く、真珠;層の構造は均賀でない事をものri託っている。介在異質層はた腎の

真珠色によって呈色が異なり、また異質!留の穂類によって異なる。第 3図から

わかるように稜柱層はνノレパ一系の冥珠層の下に入ればピシクとして投映する

事が屡々であるが、イエロ一系の真珠層の下においてはグリーンに投映してく

る。有機物はνノレパ一系の下でブノレーに、イエロ…系の下でグリーンに投映す

る。一般に濃さの点で前者よりも大きい。この事は含有色素によって潜1色して

いるイエロ一系立珠についても言える事である。真珠府の構造は色彩に影響す

るだけでなく、翼i朱の光沢、透明度、平滑度及び柔l琵J惑にも影響し、真珠の机

が決定されてくる。

冥珠の品質は何FI分化してくるか

翼政、の品質が何日頃分化してくるかを把握しているならば、その分化がおこ

る時期の諸要素を調べる事により、養殖技術の改良がどこに加えられるべきか

Yわかってくる。このE停を一応論議して図式化したものが第 1関及び第3図で

ある。先ず第一次分化が核入れ技術?と関連した諸要素によってもたらされ、主

に質、巻き、形及び色彩に影響してくる。しかし質と形を除けば、その後の養

成条件によってかなり補なわれる。第二次分化はその後の養成過程におこり、

主として巻き、色彩及び光沢に分化がおこる。こ Lではj魚、均の特性を十分に把

握して、効果的に使用する事が哀珠品質に直接ひ Yいてくるし、養殖作業の利

点、を正しく知る事によって更にプラスをもたらすであろう。こ与では巻きと黄

色色素代訟の有)!tI、が大きな問題となってくる。このほか光沢のある虹色の発現

時期合知る事により、品質商からのみ論ずるならば、この時期を浜上げの最良

期と言える。しかも虹色の増加する頃には巻きの速度がかなり減少しており、

巻きの点では十分に最良期を過ごさせた事を意味しているからである。

日本は南北に畏く横たわり、暖流と寒流にあらわれ、しかも海岸線が入り込

んでいるから、漁場をどこにもつかによって、細かい71<.の勤きから水温の年変

化の'1l~までが著しく異なるであろう。したがって自己の漁場の特性を知る事に

より、渋上げ時期の有利な決定から、附着生物の間着前にその予防策もたて得

るものと考えられる。
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真珠母貝品評会と優良

母貝の一つの基準について

木 村 虫日

(三重Z県水産試験場)

(はじめに)

昭和38年2月 8日、三重県真珠養殖事業条例の施行五周年記念事業として、

三重県、三重県真珠貝養子直漁業協同組合、全国真珠養殖漁業協同組合連合会の

共催で冥珠母貝品評会が、三重県水産試験場において開かれたので、その主主:

を伝えると共に、出品された母貝を三重水試の!隊員が測定した資料によって、

俊良母貝の一つの基準をだすことを試みたのでここに報告する。

これを発表するについて主催者が快諾を与えられたことに対し深く感謝す

る。

(品評会の開催要領)

1 . 日 時

2.場所

3. 参加資格

昭和38年 2月8日 午前日時

三重県水産試験場(志摩郡浜島町)

三重県真珠貝養液漁業協同組合加入者

4. 出 Eコ
ロ口

(1) 出品種目および数量

昭和36年産 3年貝

6 匁~8匁未満1

8 匁~10匁グトおのおの20貝

10匁以上 J 

(2) 出品点数 各3点以内

(3) 受付け 出品物は各自直接会場に持参し、当日 9時より受付け。

(4) 出品物は原員lJとして返かんせず、無償供出する。

5.審査

(1) 学識経験者 5人を委暖し、うち 1人を審査員長とする。

(2) 審査は次の各項を勘案して行う。

- 38一



母 介品評会

a.すぐれた品質の真珠を

っくりだすに適当な母

貝という見地から、外

観、肉質、寄生虫の有

無について

b.出品者の生産する母貝

が、おしなべてすぐれ

た品質のもので、水準

以上にあること。

C.生産貨が不当に高くな

いとみられること。

(3) 審査は次の採点基準により 審査員各人が行い、総合点をもって順位を

決する。ただしその際あらかじめ出品者から提出された資料もあわせ

て審査するものとする。

採点基準 (100点満点)

タト 観

肉 質
430 0点~号、 100点ー

寄生虫の有無

そ の 他 10点

( 4) 審査の公表

審査の結果は、2月13円記念大会の際審査員長が公表する。

(5) その他審査に必要な事項は、審査員長がこれを定める。

6.表彰

(出品)

1. 10匁以上 15点

浜jib、宿浦、神原、中津浜、船越、内瀬浦、磯浦、迫間浦、奈屋浦、↑遺柄

浦、古和浦、矢口浦、九鬼、九鬼共同、曽根

2. 8-10匁 16点

浜島、迫子、宿泊i、神原、中津浜、船越、内瀬irti、牒浦、迫間浦、奈屋浦

1遁柄浦、古和irli、矢口浦、九鬼、九鬼共同、曽根

3. 6-8匁 14点

浜島、迫子、宿泊i、神原、中津浜、船越、磯浦、迫間浦、奈屋浦、↑造柄浦

古和浦、矢口浦、九鬼、九鬼共同
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(審査員)

審査員には次の 5氏が委嘱され、審査員長には真珠研太田所長が推された。

国立冥珠研究所長 太田 繁氏

全国莫珠連合会副会長 松尾圭起氏

三重県冥珠貝ョミ嫡漁協総合長 IJ品 専 氏

御座真珠養殖漁協組合畏 山本世樹氏

三葉県水産試験場長 里子 本 郎 氏

なお審査のためのほ貝の測定など資料作製を三重水試および巽珠貝養殖潟、協

の職員が担当した。

(測定結果)

真珠貝の品評会としては.成民の停滞している冬季で好ましくないi吟期で2ら

ったが、出品されたものはいずれもすぐれたものであり、その測定結果:(土第 1

表に示した。第1表から各平均値を 100として、それに対する指数をだしたの

が第 2表である。

また最近とくに寄生率がI当くなり重要視されている多毛類の寄生について

は、第 3表のような結果が得られたが、これは予想外に多いと忠われた。

(審査方法)

第l.2.3〆衣および出品者から提出した出品票(稚貝意地、養成方法、現在養

殖中の 3年貝の大きさ別割合など記入)を参考として、次のような採点基準を

きめ、第4表のように総合採点が行われた。

採点の

(1 )外見

a) 殻長、殻i当、殻li1のパラシスについて)
(- 20点

b) 貝殻の状況および色彩 ) 

(2) 貝殻内部

a) エラおよび外套膜の健康状態、について

b) 貝殻に対する肉の比重

c) そう核部位の大きさについて

の 貝殻内部の色沢について

(3) 寄生虫について

a) セノレカリアの寄生有無について

b) ポリキータの寄生率について

(4) 養沿:の概況
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(審査結果)

上記の各項目について審査された結果次のとおり順殺を決定した。

(優良母貝の一つの基準)

優良母貝の育成ということがいわれるが、具体的にどのようなものをさずか

について、従来明記されたものはなかった。この品評会に出品されたものが一

応代表的なものとみて、測定結果から一つの基準をだすことを試みた。成長の

点だけからみると10匁以]二に属するものが良いということになるが、主主珠養殖

という需要聞からみると、それぞれの原核のサイズに適当した大きさで、調和

のとれた発育をとげているものということになる。そのめやすとなるのが第 2

表である。殻長、殻高、殻fIj、肉の重さ、貝殻の重さがいずれも 100もしくは

それに近い数値をもつものということになる。

第 1表から優良母貝の諸元について一つの基準をだしてみると

(1) 37.59 (10匁)以上のもの

殻 長 65.0酬以上のもの

殻 高 58.0 グ

殻 けj

貝殻の重さ

25.5 グ

209以 j二のもの

肉の重さ 17ダ グ

(2) 30-37. 59未満 (8-10匁未満)のもの

殻 長 61.0卿以上
さ到し 玉吉
以 l可

殻 巾

貝殻の重さ

55.0 1，ア

24.0 グ

17.09以上

肉の重さ 14.0 グ

(3) 22. 59 -309未満 (6-8匁未満)のもの

殻 長 57.0mm以上

-41← 



(第 1表) 出品された母良の測定結果
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〈第 4表〉 総 之』
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殻 高 51. 5棚以上

殻巾

貝殻の重さ

22.5 グ

14.09以上

肉の重さ 12.0 ij 

のようになり、またすべての大きさを通じて殻長(L)、殻高(H)、殻巾(B)の

関係が、 H/Lの数値がO.900以上、 B/LX100の数値が39.00以上で、貝殻の重

さを 100として、肉の重さが80以上ということになろう。この程度のものを対

象としたい。ただしこれは三重県産の冬季のものについての例であるから、 f也

の地域のものあるいは時期の異なるもの巳ついては、必らずしもこの基準が当

らないかも知れないので、ことわっておきたい。

なお寄生虫については、大きさにか Lわりなくセノレカリヤは全くなく、ポソ

キータについては、中程度、重症(母貝として不適格のもの)のものは皆無、

軽症のもの(母貝として適当であり、寄生虫の影響は問題とするにたりない軽

微のもの)といえどもなるべく少ないものということになる。

選i
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五ケ所湾地区真珠技術研究会

坂口技官'の発表

五ケ所及び南海、哀珠

養殖漁業協同組合と本会

との共催による恒例の五

ク所湾地区莫珠技術研究

会は 5月31日牒浦漁業協

同組合で翌 6月1日五ケ

所浦公民館の 2ケ所で開

催された。

両会場共各講師の研究

発表の後 11侍聞に亘り熱

心な質疑応答を行い感会

裡に終了した。

当日の講師ならびに研究発表は次の通り。

(1) 最近の海況について。

水産試験場 木村三郎氏

例年に比べ低水混 (2-30C低い)である こと、5月中匂以来鳥羽、 英成湾、

五ケ所湾等に発生している赤潮の概況について発表の後、真珠貝の夢HE特に

夏期における母貝、先生貝、くろ貝、稚貝等の句別姥死率について詳細に発

表された。

(2) 挿核u寺の処理及び条件が真珠に及ぼす影響について。

71<.1童試験助関政夫氏

挿核に際しピースに色々な薬品を使用したり 、又卵貝、寄生虫買に施術した

場合、立能、平龍等が真珠にどのような影響を及ぼすかの予備試験結果につ

いて発表された。 (詳細は43号に登載)

(3) ポリ キータについて。

真珠研究所水木三郎氏

最近増加の傾向にある冥珠貝の寄生虫について発表、特に多毛類 (ポリキー
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タ)について現在までの研究結果を発表。(詳細は本号に登載)

(4) セノレカリヤについて。

真珠研究所坂口清次氏

真珠貝寄生虫のうちセノレカソヤについての研究結果を発表された。(詳細本

号登載)

第 1中間宿主(アコヤ民)から 2中間宿主(魚類…トヲゴロイワ νに多い)

への生活史が究明されたことは大きな進歩であり更に最終宿主(自サギ?)

についても間もなく究明されるものと忠われますが生活史がわかれば対策も

自ら解決されるわけで今後の研究が大いに期待される次第です。

。中村南海翼珠養殖漁業協同市民会長からパーノレチンの使用結来について次のよ

うな発表があった。

挿 核 37年 7月下旬

採取 38年 5月29R

原 核 5. 1肌(1.7) 2ケ入れ

試験方法 ピースにパーノレチシを使用したものを「ブクロJに挿入し、使

用しない常通のものを同 A 貝の「ドクJに挿入した。

結 果 パーノレチンを使用したものは、使用しなかったもの(ドク)に比

ベ一見判然とする程概めて好結果を得た。

本年は更にパーノレチンを使用したものの挿入部位を「ドウ

{史)召しないものを[ブクロ」に変更して再度試験を行いその効

果を確認することにしている。

日質疑応答の概要

問コポリキータは淡水中でも生きているか?

答=淡水では死ぬが真珠貝にも危検である、カキ養池でけ、駆除のため淡水に 6

時間程漬けている。

間=ポリキータは漁場ーを移動した場合寄生率が高くなるように思うが?

答 2 真珠貝の衰弱によるものと忠われる。

間=真珠貝の比重の限界はどの位か?

答=真珠貝の馴水、停滞時間等の関係もあり一事には云えないが13度-15度を

最低線と考えてよい。

問=赤潮による真珠貝の奨死について?

答=窒息、腐敗による酸素の欠乏、毒素の発生等によるものと思う。
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間=真珠貝クリーナーは多毛類の寄生に関係はないか?

答 z 別に関係はない。

間=セノレカリヤは湾奥部の泥間に多いように思うが?

答=海水の交流のよくない所に多い。

間=夏スミ潮が来ると真珠貝が死ぬがスミ潮は何か?

答エ外洋性のものと、又内湾での現象として起る場合もあるように思う。

問=長雨の場合湾奥部で、酸素量が減る狸由?

答ニ雨水の被膜により空気中からの酸素補給が円滑に行われないことによる。

問=現在船越浦に夜光虫が多いがどれ位生存しているものなのか?

答=不明、余り長い期間ではないと思う。

間=現在五ケJ'ifrr考に発生している赤潮の真珠貝に対する影響について?

答=現在程度の濃度であれば別に真珠貝に被害はない。今後照込みがあり水温

が上ると少々心配。

問ヱ母貝の内面が黒くなっているものにペニνリンを詑射し挿核し、試験むき

したところ黒い部分が治続していた。ぺニνFンのためなのかどうか?

答=ぺニνリンによってポリキータが死ぬとか逃げたとは三与えられない。

出席 者 (敬称省略)

牒浦漁協(第 8回真珠技術研究会 5月31日 20;00~22; 塑)

真 研 坂口 次 水本三郎

水 試 木村三郎 関 政夫

全 真連 浜本専務 王子 賀 番匠

南海地区 中村忠臣 青木 iJ吉郎 長井俊雄 中村

中村悌明 山本源流 西村誉ー 青木三代次

中村 中村重信 中村親郎 河口金光

瀬川千加三三 中村安治 中村鈴雄 中村公嘉

上野 Jイ三日iマ 片出信也 青木富三 西 善寿

中村 {有夫 青木鹿ー 片出 弘 中村 B 

片出定犬 中村浅衛門 中村彦三 世宮章次

青木修一郎 中村金助 上野 勉 中村武美

福田良通 青木甲子郎 上野幸男 上野一成

中村茂喜 青木 守 上野幸晴 上野 孝

中村 f米 西 善寿 中村勝年 森本

-50一



五ケ所浦公民館 (第9回真珠技術研究会 6月1日 9; 堕~12; 盟)

真 研 坂口清次 水本 三郎

7.1<. 試 木村三郎 関 政夫

全真連

五ケ所地区

浜本専務 平賀 番匠

(船越)

(木谷)

(下津泊)

(神津佐)

(迫間)

幸四 隆 世古武俊

中村忠弘 山本与作

山本金男 岡田 健

尾田 万七 中，付 敏

山本 久夫 )11村三夫

Ilあ海道美恵子宮本道子

高野谷栄子 高野谷芳子

稲葉しげ子

弓場為吉 村田

中村 勉

服部令子 名古美智子

道i頼御幸 伊勢谷著書古

太田敬一 岡本 正義

橋川虎之助 南 富三

城者文夫 青山重久

世古市太郎 岡本守正

中村 正

山本清枝 脇 悦子

島田悦子 梅 田 喜 一

鈴木悪吾 山本安次郎

伊勢谷芯夫 伊勢谷重吉

九州地区 真 珠技 術 研究会

長崎県冥珠者殖漁業協

同組合と本会との共催に

よる九州地区真珠技術研

究会は、去る、6月19日佐

世保市中央公民館、20日

長崎市医師会館において

開催された。

久し振りの研究会とあ

} って折柄米襲の台風4号・

を心配しながらも同会場

共超満員の盛況で終始極

めて熱心に各講師の研究

発表をメ モ し 、 又突込んだ質疑応答が予定1J~:rJJを超えて行われる等、 その熱意;

ti:ブごしたものであった。

JiMW並びにテーマは次のとおりでした。
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1. 母貝仕立と作業後の養生について。

真研、技官植本東彦氏

2. 災害後の真珠貝の管理、パーノレナン等の薬剤、寄生虫について。

真研、所長 太 田 繁 氏

3. 母貝の産地と真珠の品質について。

真研大村支所長運尾真澄氏

4.厘珠養殖及びビシ玉筏について。

船越真珠漁協長 山際定衛門氏

出席者(敬称 省略)

佐世保市、中央公民館(第10回真珠技術研究会 6月19日)

真研、大村支所 UJ口一登 船越将二

長崎県庁 北支庁中村水産課長外 1

グ 水試 山口正男

莫珠振興会 諏訪専務

全 真 連 浜本専務

畏崎真珠漁協 西村組合長

荒 瀬

伊賀崎

井岡

浦里

沖凹(長)

川棚哀珠

西海哀珠・

志間(律)

回崎冥珠

大 洋漁業

中村

西村真珠(磨)

日貿真珠

針尾

平尾 (幸 )

山下

猪股正月虞

2人

8 

2 

9 

4 

3 

1 

1 

9 

1 

1 

6 

2 

31 

1 

4 

三谷務次

升上常務

中島専務

八木原田郎

平賀

佐々木城

岩永真珠

井沢

石田(哲)

永の島真珠

尾崎

主要海真珠

志田(福)

未吉

高島真珠

中野

西村真珠(金)

商村(健)

7矢口

平賀

山本(岩)

八 木 原真珠

- 52-

回l崎恒作

13人

1 

1 

10 

2 

2 

4 

5 

22 

5 

4 

2 

14 

11 

5 

3 



対馬 11i珠漁協 斎藤組合長 舌古梅次郎外2

佐賀 // 吉岡組合長外3

熊本 ，ク 2人

臼 本製核 1) 

円本レる/チシ 小島武夫

長崎町医師会館 (郡日目立珠技術研究会 6)120円)

託研大村支所

山口一登船越将二

長附県庁

小|児水際部次長外5人

。;](託

山11 正'，!JJ

r~ 湖、振興会

諏訪専務三谷'1野次

全点述

浜本専務井上1m-務

年 t'l

長IIr.:tr~ J)!、漁協

~lf~連 i兵木w:;r郊の挨拶

凶村組合長 9 ' ，1斗 1)/:務佐々木城 L口 I~(，ti刈

チ! 沢 4人 1行 l没 4人

52 自主 r'~ J米 l )11 l二! 1 

砂 iltf.n珠

t~l; 見

I，;tl m 
IU ut(，f J，'i珠

大洋 ifri.~長

東洋水深

西村氏珠(金)

凶村n~~ (磨)

稿口 (倭)

稿ロ (入)

平 賀
長崎J1珠漁協西村組合長の挨拶

平尾 (幸)
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平 1人 久

深 浦 1 T、勾*

松 野 1 i蒋

森 2 UI 本

j甫 2 

熊本県 J主回真珠 lA 熊本真珠 1人

日質疑応答の概要

両会場共各講師の研究発表の終った後、長崎

高 2人

r工 2 

1 

(初) 1 

長猪股

氏の司会により講師と との間に活発な質疑応容が行われたその概況は次

の通り。

問 z 多毛類、セノレカリヤの発生地とその対策について。

太田所長ニ多毛類は漁場が老化傾向にある底質が泥ihlのところに多い。

セノレカリヤについては一定していないが、冬が比較的戸jい初、J設け、、注

意する必要がある。

駆除法については回下研究中で、まだ発表するまでには支っていないの

問:後付け法と同時iナけとの得失についてO

太田ニヱ後十jけけ、母良の仕立がよければI-H米る、終麗でよい。 fFl

落ちる。

問=三重地区におけ、るほ只仕立の一例る了。

植木ニ4、5月頃使用のほ貝については巡ヲぎする汀に既?と 11:的どか Lる。 6、7月

使用のものは 4月50%1立が熟しrL{しているので仕¥jJl二け、30-40rヨかけてい

る。 7F1-10日日に吊上げな行い、これも::'3日-4fi.i1行っている o 7，8月

は短期間で仕江てられる。秋は 7FI~1011 えをかけたものを使用してい

る。

f~a= ビンヨミ筏の不利な点は。

ull後コ竹筏に比べ最初の施設高い。ビシ玉がil主流物によって絞れることが

ある。

問=施術の際水階使用の得失、 7J(tWiなすると、自が多いと云われている

カミ。

植本ニ水槽使用の ~:lh合その水温が ZTC 以下におj設できれば好結果が得られる

ょうである。水槽使用と白球とは別に関係はない。

間=3年母貝と 4年ほ貝との主について。

蓮尾ニ 3年貝は巻きはよいがクリーム系が多い。 4-¥f.貝は巻き t̂ll/f、いが白系が
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多い。細胞貝については母貝程奈はない。

問ニパールクリーナーについて。

太田ニ試験したことはないが、貝掃除屑により潟、;場を悪くする恐れがある、又

施術貝にはよくないように思う。但し能率は上る。

dl際コ使用方法に注意を要す。稚貝を40~50%死なした例もあり、又施術貝で

脱核、死貝を多くiJ'，し?と人もある。施術貝には使わないのがよいと思う。

問ェ脱核貝をピースに使用してよいか。

太1Il=支障な Lo

問=セノレカリヤの寄生貝に使用した器具により{也の貝に感染するようなことは

i;n，、力、。

太田コ感染しないものと三与えてよいと思う c

問=臨珠の核に対するピースの大きさ如何。

LL際ヱ核からピースが外に出ない程度の大きさ。

問=セノレカリヤの寄'，1:.1-るi時期、寄生する魚類名。

太田=冬~初春にかけて寄生し、秋体外に11-¥る。筏附近にいる;魚類には全て寄

生ずるが、 トウゴロイワジには多く、ウナギには少ない。

問 2 母貝仕立自主kと脱核との関係。

植木=長くかけた程脱核は少ない。

問=薬剤の効果がある政由。

太田ェパーノレデシ(レジチン)け、細胞を活発にする性質があり、オオレオマイ

νン等の抗生物質は細荷の蕃摘を防止する。各薬剤共指示通りの濃度、使

用方法を守ることが大切。

開 z 母民発育に対するピシ玉筏と竹筏との比較について。

LLI際コピシ玉筏は竹筏に比し、 νョツクが少いから貝のためにはよいと思う。

それ以外は発育については煮はないと思う。

問=寄生虫の肉限による判別法。

太悶エセ jレカリヤは冬の間は見分けがつきにくいが水i憶が上るにつれて黄色に

なりはっきり見分けがつくようになる。ポリキータは貝殻を見れば註ぐ分

る。

間ニ母貝仕立について抑制 2週間がよいとのことであるが、 2週間たっても卵

が抜けない日寺は。

櫨本=2週間と云ったのは 1例、三重では 6月頃け、30日から60日もかけてい

る。 60%位のところで止めるのがよい。 10月自然放卵の;場合でも抑制は必

要である。

口
-v

円

hu



問z 卵が抜げなかった貝の処理~1:.。

植キ=又元通り元気にしてから再び仕立てた方がよい。

問=仕立の良、不良による遊走細胞の出現について。

植本=貝に何かあれば遊走細胞を出してくる。 νミ、突起との関係については

不明。

問ニ養生の場合の吊線の長さについて。

植本 z 海底近くに吊ること。

間=挿核時の水温の限界について。

山際_;;O--"?i千三には云えないが春は130C以上で、秋は水i置の下降を考え130Cより

少しi高いところを限界に、又夏期は27
0

Cが限界。

英虞湾真珠漁場の診断行わる

かねて三重県庁を通じ依頼していた突虞湾巽珠漁場の若返りを図るためのj魚、

場診断が日本水産資源保護協会から派遣された診断員によって次のように実施

された。

1. 期日

2. 診断員

3. 診断結果

昭和38年 9月29、30日

東京大学教授大島泰雄氏

内海区水研技官古川厚氏

三重大学講師上野福三氏

現状を把握するための資料不足のため的確な診断は不可能であるが、 i司ー

漁場の筏や又同一茂内で外{員IJと内部のものとに生産率に発のあることから考

え英虞湾は全般的には老化していないように思う。この生産率の差は密殖に

基因しているものと忠われるから、先づ密織の緩和を図るため筏数の削減が

先決と思う。

的確な診断を行うため次の調査が必要でこれ等の資料が整備され裏付けを

得た上で諸施策を考えたい。

①漁場管理状況調査

②経営調査(喜子門家による分折も必要)

⑨各湾別の漁場利用(宅密度)状況、環境、及び生産状況調査

④環境調査として、底質(パクテリヤを含む)餌料、なまこ、その他生物と

の関連について漁場利用の現状把握のため漁場管理員の設置や、問題研究

のため弾力性ある研究組織の編成も必要と思う。
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漁場改良事業は大型実験を行う方向で実施することが望ましい。又英虞湾

全体の立場から合理的な利用方法を再検討すべきではないか、等の意見が述

べられた、又資料調査についての助言も行われた。

(雑) (報)

真珠事典の編纂終る

かねて企画中の真珠事典の編纂はこの程終了し目下印刷中で12月末発行の予

定でその内容、執筆者、頒布方法価格は次のとおりです。

発 行日 昭和38年12月末の予定

発行所 本会三重支部(伊勢市岩淵町84の2)

規格 A5判、約800頁

定価 2，000円

但し本会所属買は(真珠漁協を経由申込みの場合)1， 500円

編集者

とする。

町井 昭 (真珠研)

植木東彦

水本三朗( // 

久米村優(全翼連)

平賀太寿雄 ( 。
内容、執筆者

第 1編真珠の科学

第 1章生物学

主主2良工三重県大水)・中原陪・町主堕o害虫堕L
I 真珠貝の分類

概説およびアゴヤガイについての詳細

E 貝 殻

E 外套膜

N 筋肉、運動器官

V 神経 系

ワ
i

nhu 



¥11 循 環 系

W 呼吸 ・ 排 池

四捕食と消化機構

lX生 殖 目泉

X 発 生

XI 莫 務ミ 袋

第 2章化 'づーらA 

第 3章鉱 4防 えてjf:

I 真珠の種類

E 冥珠の 性 状

車禁 珠の形態

耳 ;長珠の鉱物化

V 冥珠の色沢

第 2編冥
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章aaA 
第

X 豊; lil 

第 5章母民の 成

コ郎(三重水試)

工 成 長 度

豆 成長の地域差、年変化

J[殻形の変化

百成長と水深

V 養殖密度
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羽優良母貝

VJ[母貝育成の要点

第 6章挿 核

宣L一色一 壁一…-LE主聖壁郡主的~
I 概 要

E 挿核施術に関する諸問題

E 核に関する諸問題

第 7章仕立および養生

tftl[ ~主一車:... ~乞壁丑Wf) • 
I 概 要

E 仕立に関する研究

E 仕立 の 実 際

N 養生についての研究

V 養生の実際

第 8章珠(たま)貝養成

阿 111多喜也(佐藤養)

I 養 成開始

E 成方法

E 収 容密度

N 深 度

V 養成中の符;J日!

日 貝輸送

VJ[ j珪寒および避寒がえり

V J[化粧巻き

第 9章 j兵 拐げ

阿山多喜也・和田浩爾(真珠研)

第10章貝掃除(附静生物)

太回 繋・阪口清次(真珠研)

第11章疾病および筈敵

太田 繁・阪口 清次

工 自然的要因 穿孔動物、海綿類、多毛類、吸虫類

E 人為的要因

第12章器具資材

jiliJ山 多 喜 也
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第 3編真珠の漁場

第13章漁場利用技術の発展

丹下 学・木村三郎

第14章漁場成立の技術的諸条件

丹下 学・木村三郎

第15章海 況

関 政夫

第16章漁1若手I]}刊の諸形態

丹下 字・木村三郎

第17章漁場と真珠の品質

丹下学・木村三郎・山口界

第 4編真珠の加工

沢田保夫(真珠研)

第四章撰 別

第四章 しみ抜きおよび染色

第 5編翼珠の検査と輸出

吉坂象二郎(翼珠検)

第20章真珠の検査

I 真珠の検査制度

E 真珠検査の概要

直鑑定の条件

N 機 械検査

V 核査等級とローグレード

VI 品種・サイズ等の表示

第21章真珠 の愉出

吉坂象二郎

I 輸出の概況

E 真珠の貿易

直 真珠の主要輸出市場

第 6編 アゴヤガイ以外の真珠養殖

関



珠

水木三朗

νロチョワガイ莫珠

買ー71<-淡第22主主

第23章

クロチョウガイ・マベ莫珠

瀬戸口勇(鹿児島水試)

ビ莫珠

青木 駿

第24牽

第 7編翼珠産業

第26章真珠養 殖業 小史

丹下 字(水産庁)

莫珠養殖業の夜あけ

第二次大戦までの望号珠養猶業

亜戦後の発展

第27章生産の概況

平賀太寿雄(全真連)

施策

横山 浩(水産庁)

ワア

I 

E 

第25叢

可

z-no 

政行第28章
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一一→株式会社 山勝真珠養殖部の巻 ← ー

秋も深まり、浜揚νーズ γになってまいりました。

今回は~Yt拙並i乞力n工部門で一方のおtたる株式会社山腕真珠を紹介するとMにい

たしました。本文にさきだち写真並びに原稿等でお世話になりました取締役浜

口服雄氏、賢lLb工場長亀井勲氏に)享くお礼申しょげます.

賢 J印後処主tj

{l) in 革

山本勝氏(株式会社山勝真珠代表取締役)は三重県志摩郡志麟町布施聞に生ま

れ、幼少より点珠の環境の うちに育ち、長ずるに及んで自力で昭和6年山勝商会

を起し真珠販売業に従事すると共!と逐次真珠，t't71自と加工業を経営して実績を上

げていたが、 昭和19年に応召20年終戦と共に戦時中企業整備令で中止されてい

た養殖部をいち迷く再開、布施田村、もといけすに第一工場を、閉じくぬか浦に

第二工場をと、 経営に積極性を加え昭和23年 9月には、養殖部を分離して、資本

金100万円で泉真珠株式会社を設立、代表取締役に就任すると共に従米の山勝商
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会を京都に本線を置き加工販売並l仁輪山而l乙努力した結果、輸出額の急、僧を来

したため京都より 、神戸に進出し、益々その取引も増大したので昭和27年 6月

1日山勝商会と泉真珠株式会社と合併して、現在の株式会社山勝真珠を設立、

本社を神戸の現在地に置き10ヶ年計画により社屋設備の充実をはかり其の問6

固に亘る矯資により資本金を一億円となし、昭和34年度より三ヶ年引続き日本

開発銀行よりの設備融資にて炎殖場施設の強化を!ヌiり、着々生産聞にもその実

智iを表わしつ Lあり 、又昭和36年には袋身呉の製造部門を新設し、貴令属の製

追加l工!と加えて真珠の販売拡張を行い、愈々本格的活動を開始する等、役多の

変i濯を経て現在の株式会社山勝真珠に発展して米たのである。その社歴は、

賢 ρJ ~を 殖士4，i

(2)社 歴

昭和6年 三重県志隊郡(Ji施岡村に山防副会談INru~車販売並に加工技殖を営む。

昭和16年企菜怒(m[令により一時中止する。

昭和20年 終戦と同時にいち速く真珠必刑再1m三重県志摩郡イli施回村もといけ

すに第一工均を問所ぬかì~ìに第二工場を設ける。

昭和22年 山勝商会を本総を京都!と移し、冥珠販売加工並に輸IUを始める。

昭和23年 養殖部門を独立させ、泉冥珠株式会社を設立し本社を三重県志摩郡

布施田村に置く。

三重県度会君日吉津村神前に避寒i魚、場を設く。

昭和26年 山勝商会を京都より神戸市生田区山本通 2の77の現在地に進出。
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佐賀県仮屋湾に進出、仮屋及白津に養殖工場を設立する。

昭和2幻7年 三重県志志、摩郡阿児町賢島fに仁進出、三重地区の4義芸

昭和2犯8年増資tにζ より資本金80∞0万円となる。

昭和29年 愛媛県宇和島市三浦に進出、長殖工場を設置。

昭和30年鹿児島県出水郡長島に進出、長殖場を設目。

昭和31年 尾財布古江町!と漁場設定をなす。

増資により資本金1，600万円となる。

昭和33年 広山県安芸郡蒲刈町大iiliに進出、議勉工渇設1i1。

昭和34年場資により資本金4，800万円となるυ

広品保因品市重ヂ!二に進出 、 1~勉工場を放置。

昭和35年 徳島県阿南市椿町に進出、必勉工場を:没置。

昭和36年伊勢市に製核部を新設する。

工芸部を起し、白金、金、銀、ダイヤ、 Hの他の宝石と真珠をアレ

ンデ高級装身具の製作工場を設置する。

昭和37年治資により資本金一憶となる。

愛媛県越智~lß弓削町に進出、 産地場設定する 竹中工務!占施行中の

本社屋一応の完成を見たので完成祝賀会を{IHす。

従来西銀色長にあった東京事務所を新坂11引ζ新築移転をする。

昭和38年 泌児島県片浦湾!乙進出、必勉工場を設置。

. -
，
 

v
 

t
'】

同1
 

.‘.，， 
4
2
 

核入作業(賢ぬ養殖場)
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(3)現 況

株式会社山勝真珠は真珠の養殖、加工、販売、輸出の一貫業者であるが、

特に真珠本来の品質維持をそツトーに養殖、加工共に日々技術の改良に意を用

いつ Lあるため、年々信用も高まり、其:の販売高も年々上昇を続け輸出高は業

界のトップを占めている。これは代表取締役山本勝氏の過去四回に亙る欧米真

珠業界視察により視野を広め海外業者との緊密なる連繋のもとに、海外諸国の

需要の特質に応じての真珠本質の有方に撰まざる努力を注いだ結果と忠、われま

す。

養殖生産面に於てはその生産高は本Tr5総売上高に遠く及ばないといっても34

年度より日本開発銀行の融資を受け、施術介の大珠化、養殖期間の延長を行っ

て、真珠の品質向上を図り引続き筏設備の合理化を行っているので今後の生産

部には大いに期待するものがあります。

(4) 機構(養殖場のみ)

f技術部
l母介部

養殖部長一養殖工場長↑海事部

(5) 施設其の地

イ養殖場敷地

ロ主要建物

ハ養殖物建坪

ユ 船 舶

ホ免許海 面

へ従業員

L庶務部

5，903.01坪

97棟

847.92坪

96隻

1， 554， 767坪

814人

本社神戸市生国区山本通2の77

養殖部門

1 志摩養殖場

2 賢烏グ

3 古江グ

4 徳島グ

5 三浦 。
6 弓削 。
7 重井 。
8 蒲メIj ij 

9 山 口グ

三重県志摩郡志摩町布施回

ク グ 阿児町神明賢島

グ 尾鷲市「古江町

徳島県直南市椿町小杭

愛媛県宇和島市三浦豊浦

。 越智郡弓商Jj片佐島

広島県国島市重井町東港

グ 安芸郡藷刈町大浦

山口県大津郡池谷町

65一



10 仮屋養殖場 佐賀県東松浦郡玄海町仮屋

11 畏島 。 鹿児島県出水郡東町伊唐

12 笠 沙グ ij 川辺郡笠沙町

13 浦内 ij グ 薩摩郡上甑村小王寺

14 製核部 三重県伊勢市河崎町

加工部門

神戸本社 神戸市生田区山本通2の77

東京事務所 東京都港区赤坂新坂町27

伊勢事務所 伊勢市岩淵町

布施田工場 三重県志摩郡志摩町布施田

役 員

代表取締役(社 長) 山本 勝

ij (副社長) 山本 泉

取 締 役 ( 養F底部長) 中森芳夫

// 山本 νズへ

ij 山本 歩 美 路

ij 山本登重夫

// 浜 口鷹雄

監 査役 7vE 、 口春吉

// 出口多賀ー

儲
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編 後集 コ-u
品
目
国
ロ

。皆様のお手元に、第2巻・第 1号をお送り致

します0

(QJ7兵揚νーズシに入り、養殖貝を試験むきされ、寄生虫の被害を痛

j惑さわしたと思います。その寄生虫、多毛類(ポリキーター)・吸

虫(セノレカリヤ)の生態について、現在判明してしていることを

国立冥珠研究究所から発表してもらいました。

又、県水試の山口氏が研究されている、三重県の真珠養殖漁場の

形態についての論文を参考にされて、漁場の合理的利用を図って

いただきたいと思います。

。第2巻・第2号(通巻45号)より相談室の欄をもうけたいと思い

ます。皆様の疑問に思っていることを、どしどし質問して下さ

い。

0次号は12月下句発行の予定です。

何か研究事項の御投稿をお願い致します。

昭和38年 10月31日発行

第2巻 第1号会報

(通巻第44号)

三重県伊勢市岩淵町84番地ノ2

真珠会館内

発行所全国真珠養殖漁業協同組合連合会
電話f伊勢局代表)4147番

編集責任者浜 本 忠 史

三重県伊勢市岩湖町140
印刷所

神都印刷株 式会社
電話〈伊勢局)2230番
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.術核貝を細菌からまもるために .婦核長の

回復と治療に ・掃核貝の姥死予防に .真徐

の品質と歩留向上に

真珠養殖用

バーヲ.'!'ァ。
⑨ 販売
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